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英
語
と
日
本
語
２
つ
の
研
究
会
が
交
流
し
な
が
ら
、
国
際
的
に
行
政
を
分
析
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
２
年
目
と
新
し
く
、

学
生
主
導
で
活
動
内
容
が
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

篠し
の

原は
ら

舟し
ゅ
う

吾ご  

総
合
政
策
学
部　

准
教
授

　

近
年
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
公
務
員
批

判
を
目
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

人
の
行
政
へ
の
信
頼
度
は
非
常
に
低
く
、

１
０
０
カ
国
以
上
で
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査

W
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に
よ
れ

ば
、
日
本
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
度
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
チ
ェ
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
メ

キ
シ
コ
に
次
ぐ
下
位
で
す
。

　

研
究
会
は
、
市
民
と
行
政
の
よ
り
健
全
な

関
係
を
模
索
す
る
た
め
、
市
民
の
行
政
に
対

す
る
態
度
や
行
動
を
実
証
分
析
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
は
行
政
を
分
析
す
る
上
で
、
人
間
は

完
璧
で
は
な
く
、
公
務
員
も
市
民
も
同
じ
人

間
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
ほ
し
い
と
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
公
務
員
は
﹁
全
体

の
奉
仕
者
﹂
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

多
様
な
市
民
す
べ
て
の
要
求
や
願
望
に
応
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
家
お
よ
び
地
方

公
務
員
法
は
、公
務
員
が
﹁
全
力
を
挙
げ
て
﹂

職
務
の
遂
行
に
専
念
す
る
こ
と
を
規
定
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
か
ら
の
批
判
や
待
遇
悪
化

に
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
下
し
ま
す
。

公
務
員
を
制
度
や
組
織
の
中
の
歯
車
の
よ
う

に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
要
求
や
願

望
を
持
つ
人
間
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
よ

り
民
主
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運
営
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
、
理
論
や
統
計
を
座
学
で
学

ぶ
ほ
か
、
現
地
調
査
を
実
施
し
、
自
治
体
の

公
務
員
や
議
員
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

い
ま
す
。
学
生
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
手
法

を
学
ぶ
上
で
、
論
破
す
る
の
で
は
な
く
、
対

話
を
し
て
ほ
し
い
と
指
導
し
て
い
ま
す
。
理

論
や
分
析
を
駆
使
し
て
相
手
を
圧
倒
す
る
の

で
は
な
く
、
相
手
の
方
を
理
解
し
、
行
政
の

課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
術
を
学
ん
で
ほ
し

い
か
ら
で
す
。

　

行
政
へ
の
批
判
は
、
健
全
な
民
主
主
義
の

証
拠
と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
公
務
員
批

判
を
強
め
る
こ
と
で
、
行
政
運
営
能
力
が
低

下
す
る
可
能
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
批
判
を
恐
れ
る
公
務
員
は
、

課
題
解
決
に
向
け
て
困
難
な
挑
戦
を
し
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の
行
政
が
、
市
民
と

共
に
新
た
な
課
題
と
向
き
合
え
る
未
来
を
、

学
生
と
創
り
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　篠原研究会では、行政に関するさまざまな分野の研究を行って
います。私たちの暮らしを支える行政を、世界最先端の知見を取
り入れながら分析できる極めて貴重な場です。行政学では、行政
と住民が協力して優れた公的サービスを提供するCo-Production
（協働）という考え方があります。私たちの研究会はこれを実践し、
普段の活動から現地調査に至るまで、先生と学生が学び合いなが
ら活動しています。人間は完璧ではありません。だからこそ、私
たちは失敗を恐れず、時に楽しみながら、皆で協力して一歩ずつ
成長していくことを大切にしています。

協働×失敗×成長
市
いち

川
かわ

裕
ゆう

也
や

君　総合政策学部 3年

行政を多様な人間社会の一部として分析する
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病
院
薬
剤
学
教
室
は
、
医
学
部
、
薬
学
部
、
大
学
病
院
間
の
研
究
と
教
育
の
連
携
拠
点
と
し
て
、
２
０
２
１
年

９
月
に
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
に
設
立
さ
れ
たClinical research unit

で
す
。

秋あ
き

好よ
し

健た
け

志し  

医
学
部
病
院
薬
剤
学
教
室　

専
任
講
師

　

医
学
部
病
院
薬
剤
学
教
室
は
、
医
学
部
と

薬
学
部
の
共
同
運
営
講
座
と
し
て
２
０
２
１

年
９
月
に
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
当
教
室
は
、
医
学
部
、
薬
学
部
、

大
学
病
院
の
三
者
間
の
連
携
を
強
化
し
、
高

度
先
進
医
療
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、Pharm

acist-Scientist

を

育
成
・
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
臨
床

と
研
究
を
両
輪
と
し
た
慶
應
義
塾
な
ら
で
は

のClinical research unit

と
し
て
始
動
し

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
５
月
か
ら
は
、
同
キ

ャ
ン
パ
ス
総
合
医
科
学
研
究
棟
４
階
に
お
い

て
研
究
室
の
稼
働
を
開
始
し
、
現
在
、
病
院

薬
剤
部
長
で
も
あ
る
大
谷
壽
一
教
授
を
中
心

に
、
教
員
５
名
、
薬
学
研
究
科
大
学
院
生
、

薬
学
部
学
生
な
ど
総
勢
約
50
名
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

教
室
の
研
究
基
盤
で
あ
る﹁
薬
物
動
態
学
﹂

は
、
薬
物
の
体
内
動
態
を
評
価
、
解
析
す
る

学
問
で
す
。
具
体
的
に
は
、
精
密
医
療
に
不

可
欠
な
薬
物
血
中
濃
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
資

す
る
た
め
、
質
量
分
析
技
術
を
用
い
た
生
体

機
能
蛋
白
質
の
定
量
や
遺
伝
的
解
析
な
ど
、

患
者
個
別
化
に
有
用
な
情
報
の
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
技
能
や
知

識
を
用
い
て
、
薬
物
治
療
に
関
し
て
医
療
従

事
者
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ニ
カ
ル

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
解
決
、
支
援
、
教
育
も
担

い
ま
す
。

　

実
質
稼
働
開
始
か
ら
わ
ず
か
半
年
余
り
で

す
が
、
病
院
の
診
療
科
や
薬
剤
部
と
の
共
同

研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。
我
々
が
持
つ
薬
学

な
ら
で
は
の
研
究
手
法
や
問
題
解
決
手
段
は
、

医
学
部
に
お
い
て
も
臨
床
研
究
や
医
学
系
基

礎
研
究
の
一
手
段
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
信

じ
、
今
後
も
共
同
研
究
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理
工
学
部
と
の

連
携
に
よ
り
工
学
的
リ
ソ
ー
ス
の
医
療
応
用

に
も
着
手
す
る
な
ど
、
全
て
の
分
野
と
の
さ

ま
ざ
ま
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
患
者
救

済
の
一
点
に
集
約
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
病
院
薬
剤
学
教
室
は
、
医

学
部
や
病
院
薬
剤
部
と
の
連
携
を
基
に
、

Pharm
acist-Scientist

教
育
を
実
装
し
、

世
界
に
冠
た
る
慶
應
義
塾
医
療
薬
学
研
究
の

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

臨床を知る研究者が育つ環境
片
かた

岡
おか

寛
ひろ

樹
き

君　薬学研究科後期博士課程２年

「病院薬剤学教室」が担う義塾の医療薬学研究

ゼミナール・研究室紹介

　病院薬剤学教室は医学部・薬学部・大学病院の連携拠点であり、
研究者としての視点と医療従事者としての視点を身に付けるのに
最適な環境です。研究生活においては臨床経験豊富な教員の方々
の指導により、研究の取り組み方に加えて実臨床における薬物治
療上の課題についても理解を深めています。2022年６月に行われ
た新薬勉強会では大学病院の薬剤師の方々をお招きし、薬剤師目
線での薬物治療の実情に根差した新薬の評価を伺うことができ、
病院との連携の意義深さを感じました。当研究室で得られる研究
遂行能力と臨床からの視座は医療上の課題の立案・解決に対して
十全に活用できると考えています。

研究室紹介動画と Web サイト ▼


